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以前の解析手法の改善の際、安定条件下の 137Csイベントを選択する手法を適用した。今回、条件外のイベン

ト利用による統計精度の向上を目指し、位置と傾斜を補正したシンチレータ座標をイベントごとに求め、補

正後の全イベントを利用してガンマ線画像再構成を行った。本発表では補正手法や結果について報告する。 
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1. 緒言 

無人ヘリ搭載ガンマカメラ[1][2]の測定データ解析の改善策として、無人ヘリの位置や姿勢角が安定した時

間帯の 137Csの 662keVガンマ線イベントを選択的に利用した[3]。しかし、これにより最終的に解析に利用で

きるイベント数が数分の一に減少するため、統計精度に改善の余地があった。そこで、以前の解析では利用

しなかったイベントを、今回は補正して利用することで、統計精度の向上に取り組んだ。 

 

2. 方法 

これまで GPSや姿勢角データの平均値を基に固定していた 2層のシンチレータピクセルの座標を、刻々と

変化する位置と傾斜を補正したシンチレータピクセルの座標にイベントごとに置き換えた。GPS や姿勢角セ

ンサーから得たホバリングフライト測定期間内の位置（緯度、経度、高度）や傾斜角度（roll, pitch, heading）

をイベントのタイミングに内挿して、補正に利用した。また、真下に向いた鉛直な座標系を利用してガンマ

線画像再構成を行った。次に、実際の傾斜した検出器の正面からの法線ベクトルを基準に検出効率の入射角

度依存性の補正を行った。さらに、相対強度として得られた分布に線量換算を行い、空間線量率分布を得た。 

 

3. 結論 

今回、ガンマ線画像のより現実的な再構成の手法として、イベントごとにシンチレータ座標を補正する手

法を新たに考案し、解析に利用することができた。これにより、解析に利用する取得データの統計精度が向

上した。データの質や地上値との相関などの補正の効果については、今後、条件別に比較して評価する予定

である。 
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